
島根大学保健管理センター  長廻久美子

平成２９年１１月２９日(水)～３０日(木)に沖縄県、沖縄コンベンションセンターで開催された

第 55回全国大学保健管理研究集会に参加しました。

1 日目

● 特別講演１ 
 「島嶼からみる健康・医療」 
● 教育講演 1 
「形態とゲノムから探る琉球列島のヒト」 

● ランチョンセミナー１ 
● 総会 
● 一般研究発表 
● 教育講演２ 
「昆虫社会における共同と 

裏切りのせめぎ合い」 
● 懇親会 

2 日目

● 特別講演２ 
あらためて、「生まれる場」と「死ぬ場」
から考える 

● シンポジウム１ 
健康長寿を目指した取り組み： 

大学と地域の役割 
● ランチョンセミナー２ 
● 教育講演３ 

「南の島、沖縄県における感染症から 
琉球人のルーツを探る」 

● シンポジウム２ 
「学生の多様性と支援の広がり」 

沖縄は冬目前とは思えぬ晴天。日中気温 27度で汗ばむ時も

ありましたが、とても過ごしやすくベストシーズンでした。

島根県のメンバーです

研究集会テーマ 「大学から地域へ広げる健康づくりの輪～ゆいまーる～」 

「ゆいまーる」とは「結い」を語源とするとされ、 

沖縄の言葉で「つながり」や「助け合い」を意味する言葉です。 

シンポジウム２ 

一部の学生への心理的支援から、

多様な学生の個別ニーズに、学内

外の連携･協同･整備が一層求めら

れている時代状況を指摘されてい

ました。 



広島大学 三宅典恵先生 

「学生健康診断時の摂食態度調査(EAT-26)の変化について」 

山口大学 山本直樹先生 

「山口大学教職員定期健康診断における生活習慣病の動向と予防」 

島根大学 河野美江先生 

「大学生の性被害に関するアンケート調査報告(第 1報)」

優秀演題 おめでとうございます!! 

 ― 中国四国地方部会から３名の先生が選ばれました ― 

河野美江先生

  懇親会にて表彰

琉球大学の皆様、準備、運営大変お世話になりました！ 

特別講演、教育講演、シンポジウムを通して大学と地域の「つながり」の大事さを学び 

保健管理センターの一員として広く社会に目を向けていく努力が必要だと感じました。 

海と緑豊かな自然、沖縄の皆さんの暖かさを肌で感じたホットな研究集会でした。 

第５６回全国大学保健管理研究集会は、東京大学が当番校で、 

平成 30 年 10 月 3 日(水)、4 日(木)、東京都品川区「きゅりあん」で開催されます。 






